
６取り組んで良かったこと

・ 実施自治体で費用分担することにより、利用対象者が多数ではなく
単独実施することが難しい市町村でも事業実施することが可能

鳥取県 、湯梨浜町、北栄町（県及び町）

３実施方法について

実施方法 ・委託
（委託先：NPO法人ワーカーズコープ（単年随意契約））
・被保護者就労準備支援事業と一体的実施

事業費 7,132千円（平成30年度）

委託選定 就労準備支援事業として、寄り添い支援と併せて、就労自立
支援に必要な各地域における職業体験に協力いただく事業所
の開拓やマッチング等のノウハウが必要のため、失業者に対
する就労支援や仕事づくりに活動実績のある法人に委託

事業概要 専任の就労準備支援員を1名配置し、以下の活動を実施。

〇支援対象者に対し、必要に応じ家庭訪問も含めた個別面談
でカウンセリングを行い、生活歴・職歴・年齢・社会性・離
職期間を総合的に勘案し、個別の実情及び法令等に則した日
常生活自立、社会生活自立、就労自立に関する支援を実施。

〇就労可能な稼働年齢層の者を対象に面談、就労セミナー、
技能習得向け講座、就業訓練、就労体験事業、就労決定者の
就労定着支援等必要な支援を実施。

〇ボランティア活動や就労体験の受入先の開拓及び地域の資
源と結び合い、ネットワークを構築。

その他
特記事項

・費用は実施自治体で人口割等により按分し額を負担
・県が契約書締結や支払い等契約に係る事務を一括して行い、

その他の自治体は県へ負担金を支払う。

４事業実績（H30年度）

５事業実施のポイント

１参加自治体の概要（H30年度）

人口 三朝※ 6,205人
(H30.10.1) 湯梨浜 16,238人

北栄 16,757人

保護率 三朝※   0.62％
湯梨浜 0.60%
北栄 0.47％

就労準備支援事業（共同事業実施）

※水色部分が実施自治体

２実施自治体（H30年度）

福祉事務所
設置自治体

就労準備支援事業
実施自治体数

就労準備事業
実施率

（２） 就労体験受入件数 ４８件 （福祉施設、製造業）

実施自治体 ３
(県 ※、湯梨浜、北栄)
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９

50.0％

（１） 利用者実人数

※ 県福祉事務所は三朝町を所管

就労準備実績 利用者 就職者

生活困窮者 ８ ７

被保護者 14 ５

Point
支援対象者数が少数であり、地域における協力事業所の数も限定
される町村部において、効果的に事業を行うために共同による広
域的実施が一つの手法として考えられる。


